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【 背 景 と 目 的 】

管 内 の 採 卵 鶏 農 家 で 20 1 0年 1 1月 に 産 卵 率 低 下 (6 7 % )と 死 亡 率 上 昇

を と も な う ト リ サ シ ダ ニ に よ る 被 害 が 発 生 し た (図 1、 2、 3)。 当 農

家 の 飼 養 銘 柄 は ボ リ ス ブ ラ ウ ン 、 飼 養 規 模 は 約 11 5 0 0羽 、 飼 養 形 態

は 開 放 鶏 舎 1棟 で ケ ー ジ 直 立 6段 で あ っ た 。 ま た 、 オ ー ル イ ン ・ オ ー

ル ア ウ ト は 実 施 し て い な い 。 当 初 、 農 家 は 殺 ダ ニ 剤 と 逆 性 石 鹸 製 剤

を 混 合 し 、 鶏 舎 の 床 や 壁 な ど を 中 心 に 1回 散 布 し て 対 応 し た 。 し か

し 、 効 果 が 無 い た め 当 所 に 通 報 が あ り 、 防 除 対 策 に つ い て 調 査 お よ

び 指 導 を 実 施 し た 。 な お 、 殺 ダ ニ 剤 散 布 の 効 果 が 得 ら れ な か っ た 原

因 を 調 査 す る こ と を 目 的 に 薬 剤 感 受 性 試 験 を 実 施 し た 。

【 方 法 】

血 液 検 査 、殺 ダ ニ 剤 の 薬 剤 感 受 性 試 験 お よ び 卵 質 検 査 を 実 施 し た 。

ま た 、 農 家 の 殺 ダ ニ 剤 使 用 方 法 を 調 査 お よ び 指 導 し た 。

血 液 検 査 は Hemato c r it値 (Ht)と 血 清 中 総 蛋 白 質 濃 度 (TP)を 調 べ 、

他 農 家 の 正 常 な 鶏 群 (対 照 群 )の 値 と 、 通 報 初 日 の 鶏 群 (Ⅰ 群 )お よ び

殺 ダ ニ 剤 散 布 後 の 鶏 群 (Ⅱ 群 :17日 後 、Ⅲ 群 :72日 後 )の 値 を 比 較 し た 。

薬 剤 感 受 性 試 験 に は ピ レ ス ロ イ ド 系 製 剤 (A剤 )、有 機 リ ン 系 製 剤 (B

剤 )、 お よ び カ ー バ メ イ ト 系 製 剤 (C剤 、 D剤 )を 用 い た 。 こ れ ら を 単

独 、 ま た は 逆 性 石 鹸 製 剤 と 混 合 し 、 ア セ ト ン 溶 液 で 希 釈 し 、 規 定 濃

度 に 薬 液 を 調 整 し た 。 Art h u rら の 方 法 に 従 い 、 パ ス ツ ー ル ピ ペ ッ1)

ト を 薬 液 に 浸 し 、乾 燥 さ せ て か ら 、ト リ サ シ ダ ニ を 10匹 ず つ 吸 引 し 、

吸 い 口 を ヘ マ ト シ ー ル で 閉 じ た 。 こ の パ ス ツ ー ル ピ ペ ッ ト 3本 を 、

飽 和 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム 溶 液 が 下 部 に 入 っ て い る デ シ ケ ー タ 内 に 入

れ 、 室 温 下 に 静 置 し 、 48時 間 後 の ト リ サ シ ダ ニ の 死 亡 率 (%)で 判 定

し た (図 4)。 な お 、 対 照 は 溶 媒 の ア セ ト ン 溶 液 の み を 用 い て 同 様 に

処 理 し て 得 ら れ た 値 と し た 。 ま た 、 検 査 に は 農 家 で 採 取 し た ト リ サ

シ ダ ニ を 用 い た 。

卵 質 検 査 は 卵 重 、 卵 殻 強 度 、 卵 殻 厚 、 ハ ウ ユ ニ ッ ト に つ い て 実 施

し た 。 ま た 、 検 査 に は Ⅱ 群 (1 9 5日 齢 )の 鶏 卵 と 、 対 照 群 と し て 他 農

家 の 同 銘 柄 鶏 (273日 齢 )の 正 常 な 鶏 卵 を 用 い た 。

統 計 処 理 に つ い て 、 各 群 の 比 較 は 分 散 分 析 後 、 Tukey - K ra m e r法 に

よ っ て 行 っ た 。 ま た 、 比 率 の 差 の 検 定 は フ ィ ッ シ ャ ー の 直 接 確 率 計

算 に よ り 行 っ た 。

そ し て 、 殺 ダ ニ 剤 の 散 布 方 法 に つ い て 、 聞 き 取 り 調 査 お よ び 指 導

を 行 っ た 。

【 結 果 と 考 察 】



結 果 の 数 値 は (平 均 値 ± 標 準 偏 差 )で 示 し た 。Htは 対 照 群 (27.5± 2.

2% )に 比 べ Ⅰ 群 (19.4± 1.1%)が 有 意 に 低 く (P< 0.05 )、 Ⅱ 群 (24.0± 5.

2% )は 低 い 傾 向 に あ っ た (図 5)。 ま た 、 Ⅰ 群 と 比 べ Ⅲ 群 (28.6± 3.1%)

が 有 意 に 高 く な っ た (P <0 .0 5)。 TPは 、 対 照 群 (7.73± 1.40 g/ 100 ml)

に 比 べ Ⅰ 群 (3.68± 0.39 g / 10 0m l)と Ⅱ 群 (5.53± 0.66 g/ 10 0m l)が 有

意 に 低 か っ た ( P< 0. 05 )(図 6)。 ま た 、 Ⅰ 群 と 比 べ Ⅲ 群 (6.52± 1.06 g

/ 1 0 0 m l )は 有 意 に 低 か っ た ( P < 0 . 0 5 )。 血 液 検 査 結 果 か ら Ht、 TPに つ

い て 通 報 初 日 の 群 が 低 く 、 そ の 後 時 間 と と も に 回 復 し つ つ あ る こ と

が わ か っ た 。 ト リ サ シ ダ ニ が 吸 血 す る と 血 液 損 耗 や 貧 血 が 生 じ る こ

と が 報 告 さ れ て い る 。 HTと TPの 各 値 が 低 下 し て い た の は ト リ サ シ2)

ダ ニ の 吸 血 に よ る 影 響 か 、 ト リ サ シ ダ ニ の 寄 生 ス ト レ ス に よ り 飼 料

摂 取 量 が 不 足 し た こ と が 影 響 し て い る 可 能 性 が あ る と 考 え た 。3)

薬 剤 感 受 性 試 験 の 結 果 、 各 薬 剤 (10 mg /ml)の 殺 ダ ニ 効 果 は 対 照 13

%、 逆 性 石 鹸 製 剤 23%、 A剤 100%、 B剤 100%、 C剤 90%、 D剤 70%で あ っ た

(図 7)。対 照 の 値 に 比 べ 各 殺 ダ ニ 剤 の 値 は 有 意 に 高 か っ た (P<0.0 5)。

し か し 、 対 照 の 値 と 逆 性 石 鹸 製 剤 の 値 と の 間 に は 有 意 な 差 が 認 め ら

れ な か っ た 。 ま た 、 逆 性 石 鹸 製 剤 の 値 と 比 べ る と 各 殺 ダ ニ 剤 の 値 は

有 意 に 高 か っ た ( P < 0 . 0 5 )。 こ の 結 果 か ら 、 使 用 し た 殺 ダ ニ 剤 は ト リ

サ シ ダ ニ に 対 し て 効 果 が あ る と 考 え た 。 各 薬 剤 (10 m g / m l )に 対 し4)

て 逆 性 石 鹸 製 剤 (10 mg /m l)を 混 合 す る と 、 A剤 100%、 B剤 100%、 C剤 1

00%、 D剤 97%に な っ た (図 8)。 ま た 、 殺 ダ ニ 剤 を 逆 性 石 鹸 製 剤 と 各 種

濃 度 (10,5 , 1 ,0 m g/ m l )で 混 合 し た 場 合 の 48時 間 後 の ト リ サ シ ダ ニ の

死 亡 率 の 結 果 を 図 9に 示 し た 。 殺 ダ ニ 剤 は 逆 性 石 鹸 製 剤 と 混 合 し て

も 必 ず し も 殺 ダ ニ 効 果 を 弱 め な か っ た 。 こ れ ら の こ と か ら 、 逆 性 石

鹸 製 剤 を 殺 ダ ニ 剤 に 混 合 し た こ と は 、 殺 ダ ニ 効 果 が 得 ら れ な か っ た

原 因 で は な い と 考 え た 。

卵 質 検 査 は 、 卵 重 で Ⅱ 群 の 値 が 対 照 の 値 よ り も 有 意 に 低 か っ た (P

<0.05)(図 10)。こ の 差 は 、供 試 し た 鶏 群 の 日 齢 差 (対 照 群 :273日 齢 、

Ⅱ 群 :195日 齢 )に よ る 可 能 性 が 高 い と 考 え た 。

聞 き 取 り 調 査 の 結 果 、 農 家 は 殺 ダ ニ 剤 と 逆 性 石 鹸 製 剤 を 混 合 し て

使 用 し 、 鶏 舎 の 床 や 壁 を 中 心 に 散 布 し て い た こ と が わ か っ た 。 ト リ

サ シ ダ ニ は 鶏 体 に 昼 夜 寄 生 し 、 吸 血 し て お り 、 卵 か ら 生 体 ま で 約 1

週 間 で 成 長 す る 。 ま た 、 殺 ダ ニ 剤 は ト リ サ シ ダ ニ の 卵 に は ほ と ん5)

ど 効 果 が な い 。 こ の た め 、 殺 ダ ニ 剤 の 散 布 方 法 は 鶏 体 中 心 の 散 布2)

を 週 1回 間 隔 で 複 数 回 実 施 す る よ う に 指 導 し た 。散 布 方 法 の 変 更 後 、

産 卵 率 に 改 善 が み ら れ た (図 1)。 そ し て 、 鶏 舎 に い た ト リ サ シ ダ ニ

は 肉 眼 で 確 認 し て 、 殺 ダ ニ 剤 の 散 布 方 法 の 変 更 前 と 比 べ て 、 減 少 傾

向 に あ っ た (図 11)。 薬 剤 感 受 性 試 験 と 殺 ダ ニ 剤 散 布 方 法 の 指 導 の 結

果 か ら 、 殺 ダ ニ 剤 の 効 果 が 得 ら れ な か っ た 原 因 は 、 農 家 が 殺 ダ ニ 剤

を 鶏 舎 中 心 に 散 布 し て い た こ と が 不 適 切 で あ っ た た め で あ る と 考 え



た 。 今 後 、 殺 ダ ニ 剤 散 布 に つ い て は 、 ト リ サ シ ダ ニ が 繁 殖 し や す い

時 期 (春 、 秋 )の 前 に 、 鶏 体 中 心 に 週 1回 間 隔 で 複 数 回 実 施 す る こ と

を 中 心 に 指 導 を 行 う 予 定 で あ る 。
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